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1 はじめに  ダイアログナビは“曖昧な質問に対する聞き返し”とい

う対話の要素を取り入れた情報検索システムである。ダイ

アログナビは、曖昧な質問に対する聞き返しを、“対話カ

ード”という「ある特定の質問に対して、システムが聞き

返す内容をあらかじめ書き留めた」カードを用いることに

よって実現している。 

 

 現在、Google は約 30 億の Web ページを収集している

が、それは現在 WWW に存在する Web ページの約 40％

ほどに過ぎない。しかも、WWW に存在する Web ページ

は今後ますます増えつづけると予想される。Google や

Yahoo!などの検索エンジンが、世界中の Web ページを網

羅することは困難である、という見方が強い。そこで、専

門分野のみの情報を網羅した、専用検索エンジンが今後重

要な役割を持つようになる。それらの検索エンジンをユー

ザにとってより使いやすくしよう、という動きも活発にな

るはずである。 

 例えば、ユーザが「エラーが発生した」というような曖

昧な質問を入力した場合、システムは対話カードを参照し、

「エラーはいつ発生しますか？」というような聞き返しを

行い、選択肢を提示する。これを繰り返すことによって、

ユーザは自らの疑問を明確に把握し、適切な質問文での検

索を行うことができる。 

  本稿では、専用検索エンジンの一例として、東大とマイ

クロソフトとの共同研究によって開発された、大規模なテ

キスト知識ベースに対する対話的な問い合わせシステム

「ダイアログナビ[1][2]」を挙げる。そしてダイアログナ

ビの検索履歴を解析した上で、ダイアログナビの問題点を

提示する。さらに、その問題点に対する解決策を提案し、

実装することによって、ダイアログナビがユーザにとって

より使いやすくなることを実証する。 

3 ダイアログナビの問題点 
 
ダイアログナビは、マイクロソフトのサポート技術情報

などのテキスト文書がそのまま検索対象となっている。そ

のため、テキスト文書に書かれていないキーワードが検索

語として入力された場合、ダイアログナビは「検索しまし

たが何も見つかりませんでした」と出力し、ユーザの検索

が行き詰まってしまう。  

2 ダイアログナビの概要 ダイアログナビの検索履歴を解析した結果、マイクロソ

フトの製品に関する質問をしているにも関わらず、その質

問に対する文書がデータベースに存在しないため、何も検

索結果を得ることができなかったユーザや、ダイアログナ

ビの検索対象を理解していないのか、マイクロソフトとあ

まり関係のない質問を入力し、何も検索結果を得ることが

できなかったユーザが多数見られた。 

  
ダイアログナビとは、東大とマイクロソフトとの共同研

究によって開発された、大規模なテキスト知識ベースに対

する対話的な問い合わせシステムである。 

検索システムに対話の要素を入れる必要性を、東大の

黒橋は次のように述べる。「膨大な量の WWW を調べて

も専門家に聞くような便利さがないのは、ユーザの質問が

完全でない場合が多く、またその質問を完全にするための

対話的な能力が計算機にないからである。ユーザの疑問を

明確化するためのプロセスとして対話が重要となる[3]」 

 

4 システムの提案 
 
 上記の問題を解決するため、ダイアログナビの検索を行

うと同時に、Web ページの検索も行うシステムを提案す

る。Web ページを検索するのは、WWW にはパソコンに

関する質問集やメーリングリストなど、数多くの優れたペ

ージが存在するからである。図 1 にシステムの流れを示す。 
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 以下で図 1 の補足説明を行う。(1)と(2)、(1)と(2’)の間

の点線は、その二つを同時実行していることを意味する。

(2)の特殊な質問文と、それらへの対応は以下の表に示す。 
表１ 特殊な質問文への対応 

 
(5)の検索語の中に MS に関連する語句があるかは、あ

らかじめ MS に関連する語句を集めたファイルと、入力さ

れた名詞を照らし合わせることによって判断する。 

5 システムの実装 (1)ユーザの質

問文を入力する  
図 1 で示したシステムを実装する。プログラミング言語

は Perl を使用した。ユーザ側入出力画面は HTML で作成

し、「検索」ボタンをクリックすると CGI プログラムが起

動する仕組みになっている。ユーザの質問文に対する形態

素解析は「JUMAN[4]」を使用した。以下にシステムの実

行画面を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 まとめ 
 

Web ページの増大により、検索エンジンの役割は今よ

りもさらに重要になる。専門分野のみの情報を網羅した検

索エンジンも数多く開発され、ユーザにとってより使いや

すくなるよう、様々な検索サポートが行われると考えられ

る。そこで最も重要なことは、検索履歴を解析するなど、

検索エンジンの特徴を十分に理解した上で、検索サポート

を行うことである。 
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Query 形式 
一般の検索エン

ジンに投入する

Query 

検索エンジンに

投入する Query
を変える理由 

○○って何？ 「○○とは」 
「○○ 何」では

良い検索結果が

得られない 

○○について… 「○○とは」 
形態素解析の結

果が検索に適し

た形にならない 
○○を教えて 
○○を知りたい 
○○がわからない 

「○○とは」 
「○○ 教えて」

では良い検索結

果が得られない 

○○ができない 「○○ できな

い」 

形態素解析の結

果が検索に適し

た形にならない 

図 2 システムの実行画面 

 

（3）形態素解

析を行う 

（4）入力語から名

詞と動詞を取得 

(6-b)「((4)の名詞) and ((4)
の動詞) and (マイクロソフ

ト or MS or Microsoft)」で

Web ページの検索を行う 

(6-a)(4)の名詞と動

詞で Web ページの

検索を行う 

（3’）ダイアログ

ナビの結果を表

示する 

（6）検索結果を表示する 

図 1 提案するシステムの流れ 

(5)検索語の中

にMSに関連す

る語句がある

か検索を行う 

ない 

ある 

 (2)特殊な質問

文か判定する (2’)ダイアログ

ナビを実行する

同時実行 

同時出力 

Yes 

No 

表１

の通

りに

実行

する 
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